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概 要１

○組織名称 ： 一般社団法人原子力安全推進協会（JANSI：Japan Nuclear Safety Institute）
○設       立 ： 2012年11月15日
○社  員  数 ： 128社 （2026年3月末 現在）
○職  員  数 ： 197名 （2026年3月末 現在）
○会  長 ： ウィリアム・エドワード・ウェブスター・ジュニア（William Edward Webster Jr.）
○理 事 長 ： 加藤 功

4



一般社団法人 原子力安全推進協会
Japan Nuclear Safety Institute

世界最高水準の安全性の追求 ～たゆまぬエクセレンスの追求～

運営体制・組織２
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（電力会社９社、日本原電、電源開発、日本原燃）

理事長

常勤理事（代表理事）
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常務執行役員（事業運営）※１

常務執行役員（評価・支援）※２
※１：企画部、総務部、人材育成部管掌
※２：安全基盤部、パフォーマンス向上支援部、

ピアレビュー計画部、技術支援部管掌

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ
向上支援部長

ピアレビュー
計画部長

技術支援部長人材育成部長総務部長

会 長
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JANSIのミッション、ビジョン３
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【ミッション】
日本の原子力産業界における世界最高水準の安全性の追求
～たゆまぬエクセレンスの追求～

【将来ビジョン】
《JANSI》 世界のエクセレンスの権威として、独立した立場から、事業者を牽引している。 

《事業者》 自主的継続的安全性向上の取組みを定着させることより、世界最高水準
の安全性・信頼性を達成し、その状態を維持、継続している。

「福島第一事故を二度と起こさない」とする産業界の総意のもと、民間の第三者組織が
独立した観点から原子力事業者の牽引して、更なるエクセレンスを継続的かつ自主的
に追求する仕組みとして、米国原子力産業界におけるINPO（米国原子力発電運転
協会）をモデルに、自主規制組織JANSIを設立（2012.11）。
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事業者

運転経験情報(OE)の活用、安全文化
アセスメント、リーダーシップ研修の提供、
個別支援要請への対応及び共通課題
への支援、日常的パフォーマンス監視・評
価など

ピアレビュー

エクセレンスの設定

評 価支 援 発電所総合評価による
ピアプレッシャー

エクセレンスの明確化（ガイドライン等）

エクセレンスの提示、
理解促進

提言

支援要請

要改善事項
の提示

継続的改善を支えるJANSIの活動サイクル４
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10年戦略モデル（2024年3月改正）５
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重要成功要因 主要アクション
1.健全な安全文化の醸成 (1)自主規制の主体としての事業者意識向上の牽引

(2)安全文化醸成活動の支援
(3)高いパフォーマンスを維持・継続する組織有効性の見極めと展開

2.自主的継続的改善の基盤プロ
グラムの運用

(4)世界のエクセレンスの追求
(5)質の高いピアレビューの効果的・効率的実施
(6)PMCM(Performance Monitoring and Continuous Monitoring)の成熟と有効活用 （P.12参照）
(7)発電所総合評価の継続的改善
(8)OE活動の改善 （P.13参照）
(9)重要課題への迅速・適切な対応

3.事業運営に必要な人材の確
保・育成

(10)リーダーシップ研修・セミナー等の充実と実施

4.自主規制組織としての機能・意
識・技術力などの基盤の充実・
強化及び効果的・効率的な活
動の実施

(11)自主規制組織としての基盤確立
(12)国内外関係機関・組織との連携と信頼関係の構築など

【至近に対処すべき重要課題】 (13)長期停止発電所への支援及び再稼働支援の実施
(14)原子燃料サイクル施設への支援

【その他：主要アクションと切り分
けて実施する業務】

○運転責任者判定試験・認定業務

10年戦略主要アクション（2024年3月改正）６
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主要活動

の取組み状況
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主要活動の取組み状況（1/8）Ａ１

（１）安全文化醸成活動の支援

➢ 発電所、主要なプラントメーカー、燃料加工
メーカーを対象として、3～4年周期で安全文
化現場診断を実施

➢ 2020年度から電力本店にもインタビュー範
囲を拡大

➢ 川内、大飯、志賀の安全文化現場診断にお
いて電力関係者を受入れ、セルフアセス能力
の向上を支援

➢ 特別会員・準特別会員を対象とした安全文
化アンケートを実施（３年毎）

実績

区分

過去3年間の安全文化現場診断の実績 2025年度
実績

2022年度 2023年度 2024年度

原子力発電所
日本原燃

美浜、島根、
大間、
福島第二、
玄海

浜岡、泊、
柏崎刈羽、
東海

伊方、高浜、
敦賀、
再処理施設

川内、大飯、
志賀、東通

プラントメーカー
燃料加工メーカー

三菱重工業 日立GENE 
(日立GE
ニュークリア・
エナジー)

MNF(三菱
原子燃料)

NFI（原子
燃料工業）、
東芝

（２）高いパフォーマンスを維持・継続する組織有効性の見極めと展開

➢ 2025年4月に「有効な組織の姿に関するガイドライン(β版)」を発行し、事業者に開示・配布 

➢ β版は、事業者が参画する組織有効性検討WGにおいて、持続性の評価方法の検討、試運用の参考として活用し、
気付きを収集し、必要な見直しを行い、2027年3月制定版の発行を目指す
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主要活動の取組み状況（2/8）Ａ２

過去3年間のピアレビュー実績 2025年度
実績2022年度 2023年度 2024年度

美浜、島根、

泊、川内、

東通

敦賀、志賀、

浜岡

柏崎刈羽、

泊、

高浜

川内、女川、

島根、

美浜※

（３）質の高いピアレビューの効果的・効率的実施

➢ JANSI発足（2012年）以降、40回(美浜含む)実施

➢ JANSI／WANOとの2年交互のピアレビューを実施

➢ 川内ピアレビューにおいて、同等性を行使し、WANOに代
わって、JANSIがレビューを実施
また、同等性の継続性審査を受審中
(2022年10月WANOとの同等性認定、4年毎に更新）

➢ JANSI／WANO連携強化を進め、支援活動などにおける
ピアレビュー報告書などの共有の覚書を締結

※：現地レビュー終了

（４）PMCM（Performance Monitoring & Continuous Monitoring）の成熟と有効活用

➢ WANOが実施するePM（enhanced Performance Monitoring）と連携し、パフォーマンス指標等の傾向監視
や発電所とのコミュニケーションを通して、ピアビューとピアレビューの間を継続的にパフォーマンスを確認。早期に劣化傾
向を検知し、発電所の改善活動を支援

➢ 発電所パフォーマンス情報をタイムリーに共有（各種指標を収集・分析、報告書を作成し、事業者へ共有）

➢ PMCM（ePM）は、運転中発電所（美浜、川内、伊方、大飯、高浜、玄海、女川、島根）において実施
柏崎刈羽については、６号機の再稼働により、2026年度からPMCM（ePM）を実施
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主要活動の取組み状況（3/8）Ａ３
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（６）OE（Operating Experiences：運転経験）活動の改善

➢ 国内外OE情報の収集・分析、重要度文書等の発信

➢ 国内外のOE情報に関する取組み状況、JANSI-規制庁定例情報交換会等につ
いて事業者と共有

➢ 電事連の会合において、OE情報を電事連、ATENAと共有

➢ 海外OE情報の活用を強化するため、有益な海外OE情報について各事業者の活
用状況を見える化する試運用を開始

JANSI発足以降の事業者
への提言等文書発信件数
・重要度文書等 ２０件
・注意喚起文書 １７件

（５）発電所総合評価の継続的改善

➢ 発電所のパフォーマンスを総合的に評価し、ピアプレッシャーとインセンティブの実効
性を向上させる

➢ 2025年度から、発電所総合評価において「ピアレビュー評点」のみによる評価に
変更

➢ 2025年度発電所表彰の特別賞として、
関西電力 大飯発電所の「自主的安全性向上への積極的な取組み」を表彰
（右写真は、左からJANSI ウェブスター会長、関西電力 森社長、大飯発電
所 土肥所長、JANSI 加藤理事長） (2025年5月 発電所表彰）
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主要活動の取組み状況（4/8）Ａ４

（７）リーダーシップ研修・セミナー等の充実と実施

【リーダーシップ研修】
➢ 原子力安全最優先の意識の醸成と、リーダーシップ、コミュニケー
ションなどノンテクニカルスキルの習得を目的とした研修を実施

➢ CEO、CNO、発電所長、当直課長など経営層から管理層を対
象としてリーダーシップ研修を実施。2024年度から研修対象者を
若年層（主任クラス）に拡大し、職制に応じた11コースを実施中

【SAT（Systematic Approach to Training：体系的教育・訓練手法）支援】
➢ 事業者が実施する研修をより実効的なものとするためにSAT導入・活用を支援
ワークショップ及び各社の課題相談（発電所キャラバン）を中心に支援活動を実施

➢ 教育訓練の実効性向上（SATの活用）に向けた2025年度の主な活動は以下の通り

• 多くの事業者が研修の有効性評価に悩みを抱えている状況を踏まえ、教育の効果測定に焦点を当てた研修（教
育効果測定研修）を実施（10月）

• 教育訓練ワークショップ：教授システム学（インストラクショナルデザイン）の第一人者による講演と意見交換を実施。
教育訓練の目指す姿と良好事例を共有し、各社のアクションプラン作成を支援（11月）

• SAT eラーニングを全面的に改定 （概要編：2025年度）

【Proficiency＊の考え方の活用に向けて –アニュアルカンファレンス2025での学びの展開－】
➢ Proficiencyの考え方の活用について、INPOのモデルを参考に整理

＊：力量（知識・技能）を身に付け、作業実施時における状況からその時の課題を特定し、その課題に適切に対処する能力

研修参加者実績（人）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

201 208 227 227

14
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主要活動の取組み状況（5/8）Ａ５
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（８）長期停止発電所への支援及び再稼働支援の実施

➢ 柏崎刈羽原子力発電所の再稼働支援としてウォークダウン＊及び再稼働準備状況の現場確認を実施
・2026年1月21日 柏崎刈羽6号機が再稼働

➢ 長期停止プラントの運転員実機体感研修の支援
・2025年度は8回の派遣を計画し、全て完了 （女川、島根が受入側として対応）

＊ウォークダウン：設備の状況や人の振る舞いなどについて現場で確認し、その結果を踏まえて必要な改善をおこなう
一連の作業

（９）原子燃料サイクル施設への支援

➢ TCP（Technical Contact Point：15専門分野におけるJANSIの発電所対応窓口）等を通じた通常支援を
実施
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主要活動の取組み状況（6/8）Ａ６
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（10）運転責任者判定試験・認定業務等

➢ 原子炉設置者からの判定機関の指定を受け、原子力発電所運転責任者の判定に係る規程（JEAC4804）および
原子炉設置者の合否判定規程に整合した判定試験・認定業務を実施

➢ 2025年度は口答・筆記試験および講習を４回実施

（11）その他活動

➢ 発電所パフォーマンス改善（重要課題）：CNO会議/理事会において、発電所のパフォーマンス改善に係るリーダー
シップ（推進力）の役割について意見交換実施 等

➢ リスクマネジメントの改善（重要課題）：事業者が実施するリスクマネジメントの良好事例の提供、意見交換を実施す
るとともに、改善状況をフォロー中

➢ 保全技術基盤の整備・普及活動を通じた運転期間長期化への対応

➢ JANSIの未来基盤の構築（情報の利活用の高度化（AI活用など））
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活動成果の報告とともに、今後の活動をより実効性のあるものとするため、国内外の原子力関係者のご意見
をいただく「JANSI アニュアルカンファレンス」を開催している。

主要活動の取組み状況（7/8）Ａ７
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過去3年間の開催実績

開催日 2024.3.13 2025.3.12 2026.3.17

参加者数 約500名
(会場参加及びリモート参加で実施)

約500名
(会場参加及びリモート参加で実施)

約500名
(会場参加及びリモート参加で実施)

パネルディス
カッション

「自主規制の深化と発展」

(座長) 山本章夫：名古屋大学大学院工学研究科教
授
・ジェフ ライアシュ：TVA（テネシー川流域開発公社）
CEO、WANOアトランタセンター議長
・山口裕幸：九州大学大学院人間環境学研究院教授
・林欣吾：中部電力株式会社代表取締役社長
・山﨑広美：JANSI理事長

「原子力発電所要員の技量の維持・向上について」
(座長) 高橋 信：東北大学大学院工学研究科教授
・金子修一：原子力規制庁次長兼原子力安全人材育成
センター所長
・アマンダ・ドンジェス：米国原子力発電事業者協会
（INPO）SVP
・リック・リブラ：サザン・ニュークリア社EVP&CNO
・エティエンヌ・デュテイユ：フランス電力会社（EDF）
CNO 原子力発電部長
・樋口康二郎：東北電力株式会社取締役社長
・加藤功：JANSI理事長

   

「発電所の更なるパフォーマンス向上に向けて
～リスクマネジメントの現場への浸透～」

(座長）黒﨑 健：京都大学複合原子力科学研究所所
長・教授
・杉本孝信・原子力規制庁長官官房審議官
・亀田清重・ANAウイングス株式会社取締役会長
・ホセ・アントニオ・ガーゴ・バデナス：WANO議長
・松田光司：北陸電力株式会社代表取締役社長
・平岡洋一：JANSI常務執行役員
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1．10年戦略における主要アクションに係る活動

（１）2025年度は、現行「JANSI-10年戦略（2024～2033年度）」の2年目に当たり、各活動は10年
戦略を踏まえ作成した「2025年度事業計画書」に基づき実施した。

（２）3月度理事会において、現行10年戦略の修正について承認頂き、2026年度はこれに基づき活動する。

2．組織運営の基盤に関わる2025年度活動状況

（１）セルフアセスメントの実施
（２）内部監査を実施

3．定款に関わる会議体の開催状況

（１）社員総会  １回
（２）理事会 ５回
（３）準特別会員代表者会議 １回
（４）国内アドバイザリー委員会 ２回
（５）国際アドバイザリー委員会 １回

主要活動の取組み状況（8/8）Ａ８



一般社団法人 原子力安全推進協会
Japan Nuclear Safety Institute

世界最高水準の安全性の追求 ～たゆまぬエクセレンスの追求～

参考資料
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【事業者】

➢ 自主規制の主体として、共同体としての責務を果たし、一体的な
安全性向上への取組みを継続

➢ 原子力施設の安全に対する個別および集団的責任

➢ 自主規制組織が使命を遂行するための権威の付与と支援

【自主規制組織（JANSI）】

➢ 自主規制を効果的、効率的に進める役割と責任

・自主規制活動を評価・監視するWatchdog

・活動を活性化するCatalyst

・道程を示し、活動を促進するFacilitator

・確固とした拠りどころとしてのAccountable Agent

➢ 自主規制組織の権威の裏付となる技術力

➢ 規制との適切な関係

【強い権限の付与】

〇「協働の原則」による事業者CEOとの約束
・独立性の尊重・堅持
・停止権限の付与
・発電所情報へのアクセス権の付与など

【組織・体制の整備】

〇全事業者CEOの理事就任
〇外部オーバーサイト（国内、国際アドバイザリー委員会）

〇10年戦略に沿ったJANSI内組織の改編

【10年戦略の策定】

〇将来ビジョンを達成するための主要活動を抽出、10年に亘る
活動計画を策定。ビジョン達成の道筋を明確にした

原子力産業界における自主規制活動と自主規制組織B１

「自主規制」とは、事業者が法的な規制基準を満足することに留まらず、自らをそして互いを律し、自主的・継続的に安全
性向上に取り組み、エクセレンスを追求すること。

「自主規制組織」は、事業者の自主規制が効果的、効率的に進むよう、独立性を堅持しつつ事業者を牽引する組織。

自主規制における役割と責任 自主規制組織（JANSI）活動の基盤
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５ 自主規制組織としてのJANSIの存在意義と価値観B２

ミッションを達成するために、JANSIが持つべき存在意義、固有の強み及びJANSI職員が活動を行う上での価値観、
判断基準を明確にしている。（下表）
これは事業者をはじめ、WANO等の国際組織、ATENA等の国内組織及び規制機関とのコミュニケーション、協働

などJANSI活動の原点となるものである。
JANSIはこれらの認識を共有し、日々研鑽に努め、継承していくものとし、常にチャレンジに立ち向かう総合力発揮

の基盤とする。

⚫ エクセレンスの権威
⚫ 共同体の形成と個別事業者からの独立
⚫ 俯瞰的な観察・評価と思慮深い洞察
⚫ 改善を促す触媒機能
⚫ 国内外機関との連携

《国際組織との比較における存在意義》
• 日本語で日本の文化や制度を理解した評価・支援
• 海外のエクセレンスの日本への架け橋
• 事業者間の緊密なコミュニティーを維持、エクセレンス追求のプラットフォーム
• 日本国内の関係組織との緊密な連携

⚫ 福島第一事故の教訓を忘れない
⚫ 「エクセレンスの追求」へのこだわり
⚫ 誠実
⚫ 事業者、関係組織との信頼関係
⚫ 信頼関係構築に努力し、連携・協力する
⚫ リーダーシップの発揮
⚫ 緊密な内部コミュニケーションと連携

21

価値観  【Core Values】
JANSI職員が活動を行う上での価値観、判断基準

存在意義 【Core Identities】
JANSIが持つべき存在意義、固有の強み
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○日常

【エクセレンス情報等の収集】

・ベンチマーク

・エクセレンスガイドライン

・運転経験情報

【現場の把握】

・CAP（問題の報告）

・パフォーマンス指標

  ・マネジメントオブザベーション

○日常

・CAP／リスクマネジメント

種々の情報からリスクを抽出し

重要度に応じた対処方針を策定

○実効的な推進のポイント

 ・管理者の関与（監督）

・役割分担・責任の明確化

・資源の割当て

駆動力

安全文化

 ・リーダーシップ

 ・問いかける姿勢

 ・継続的学習等

人材

 ・リーダーシップ育成

 ・知識、技能

解決策の実施
パフォーマンス

の監視

分析、解決策の

策定、承認

結 果

エクセレンス

とのギャップ措 置

○定期

【自己評価】

・有効性評価

【第三者評価】

・独立オーバーサイト

・外部オーバーサイト

（JANSI、WANO）

○定期

・パフォーマンス改善委員会

種々情報からパフォーマンスを俯瞰
的に分析し、対処方針を策定

○解決のポイント

・「期待事項／標準の新たな設定や見直し」、「プロセスの見直し」、「教育
の改善」、「上級管理層（所長、副所長）／管理層（課長）の関与強化」 等

自律的継続的改善の取組み（仕組み例）

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
監
視

分
析
、
解
決
策
の
策
定
、
承
認

解
決
策
の
実
施

発電所における自律的継続的改善の取組みB３
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世界最高水準のエクセレンスの追求B４

発電所への
エクセレンス展開、
継続的改善

JANSI評価手法の
改善など、
事業の高度化

JANSIは「世界との懸け橋」となり、また「原子力産業界のプラットフォーム」として、国内外のエクセレン
スを追求し、事業者と共有することにより、継続的改善を促す

国内外エクセレンス

INPO,WANO,EDF等
海外組織との連携・情報共有

国内外発電所のベンチマーク
など

国内、国際アドバイザリー委員
からの助言

国内他産業の動向調査

JANSIワークショップ、
セミナー等

エクセレンス
ガイドライン

（策定、改訂）

プラットフォーム 現場展開
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JANSI ＡＴＥＮＡ
原子力エネルギー協議会

規制組織

社 会

事業者
評価・支援・研修

安全対策の導
入を要求

産業界の代表者とし
て対話

規 制

双方向コミュニケーション

自主規制活動と規制活動
が相乗効果を上げる関係
構築を指向

原子力リスク研究センター(NRRC)などを含め相互に協力・連携

共通のゴール ： 原子力の安全性向上

世界最高水準の安全性の追求

24

原子力産業界におけるJANSIの役割B５



一般社団法人 原子力安全推進協会
Japan Nuclear Safety Institute

世界最高水準の安全性の追求 ～たゆまぬエクセレンスの追求～

➢ ATENA、NRRCと協力・連携
   ・ATENA、NRRCと技術協力協定を締結し、相互の会議体への出席、情報の共有、事業者

の相互支援協力を実施
・リスクマネジメント体制の構築や今回の浜岡発電所に係る不適切事案に関連して、事業者
及びATENAと連携した対応（対応予定）など産業界の重要課題の解決に向けての協業
などを実施

産業界組織との関係

25

規制及び産業界組織との関係B６

➢ 自主規制活動と国の規制活動は独立した存在であるものの、共通の
目的である安全性向上に相乗効果を上げる関係構築を指向

   ・運転経験情報（OE情報）について情報共有を実施中

・原子力規制委員会との信頼関係の構築に向けて、事業環境を配慮しつつ、慎重に協議を進
めている

規制との関係
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➢ 「最高水準のパフォーマンスの追求」という同じ志を有する自主規制組織として、原子力発電所の安全性向上の課題
について、両国の事業者を代表して相互に協力・連携

・米国発電所のベンチマーク訪問

・福島第一事故の教訓反映に係る日米原子力産業界の意見交換など

INPO（米国原子力発電運転協会）との関係

➢ 独立した組織であるが、それぞれの特徴を生かし、原子力発電所の安全性向上に向け、相互に連携・協力している。
WANO東京センターとは緊密な連携

➢ JANSIは世界のエクセレンス及び評価・支援の手法に係る国際スタンダードの把握・追求に努力

・JANSIからは、WANOピアレビューへのレビュワー派遣、国内事業者のPI情報の提供など

・WANOからは、海外ピアレビュワーの派遣など

➢ JANSIのピアレビューについてはWANOとの同等性が認定されており、年１回程度、同等性を行使し、WANOに代わって
WANOピアレビューを代替

➢ JANSIのPMCMについてはWANOのePMと連携し、国内発電所のパフォーマンスをピアレビュー間に定期的にモニタリング

ＩＮＰＯ／ＨＰより転載
「EXCELLENCE」の文字は未完成のまま
「改善の道に終わりなし」のシンボル

26

INPO及びWANOとの関係B７

WANO（世界原子力発電事業者協会）との関係
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【ピアレビュー関連】

➢ ピアレビュー結果（要改善事項等）を事業者CEOに直接提示
(共通の課題については、CEOセッション(JANSIが主催する事業者CEO限定の意見交換の場)でも内容を共有)

【安全文化】

➢ 安全文化に係る現場診断結果を事業者CEOに直接提示

【発電所総合評価】

➢ 総合評価結果（５段階評価）をCEOセッションで提示（ピアプレッシャー）

【安全性向上策の提言関連】

➢  安全性向上策の検討を事業者CEOに直接提示

【CEOセッション、CEO研修、対話】

➢ 自主規制実現に向けて事業者CEOと直接意見交換

27

事業者を牽引するJANSIトップの「振舞い」B８

福島第一事故の反省を踏まえ、JANSIは規制の枠組みを超えて、事業者の活動を牽引し、世界の
エクセレンスを追求。

   このため、JANSIトップが要改善事項などを直接事業者CEOに伝え、改善を促す。
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• ピアレビュー、安全文化診断及び種々の支援活動を継続的に有効なものと
していくためには、こうした活動を取り巻く環境を健全に維持していくことが重
要である。

• 事業者との忌憚のない対話は事業者のパフォーマンスを観察・評価するうえ
で必須なものであり、その内容は非公開とし、生産的に使用されるという環
境が維持されていることが前提である。

28

ピアレビュー等の情報の取扱いについてB９
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～2015 2016～2020 2021～

▼2011.3福島第一事故発生
▼2012.11 JANSI設立
  ▼2013.5 「協働の原則」締結

▼2014.5「自主的WG」提言
▼2015.5「技術・人材WG」提言

▼2017.6「自主規制の目指す姿」制定
  ▼2018.6 理事会体制変更(各社CEO)
    ▼2019.3 「10年戦略」制定

▼2016年度 総合評価運用開始
  ▼2017年度 ピアレビュー評点導入
    ▼2018年度 発電所特別表彰導入

《自主規制導入・浸透段階》

・事業者は新規制基準適合に負担大
・当初、自主規制組織の独立性に対して、双方に誤解が生じ、
コミュニケーションが不足していたが、徐々に産業界自主規制
のあるべき姿に共通認識が醸成

深化
と
発展

《自主規制定着段階》

・ピアレビューの積極的受入れなど自律的継続的改善に向け
た意識が醸成され、その仕組みもほぼ整う
・ピアプレッシャーも機能し、共通課題に全体で取組む共同体
としての意識も醸成

JANSIの機能強化(*1)

・ピアレビューの手法と体制の早期確立
・電力トップのコミットメント強化、
ガバナンス強化等
・ピアプレッシャー(総合評価の運用と
仕組みの充実)の高度化
・コミュニケーションの活性化など

・JANSIの設定・評価・支援のサ
イクルが機能し、産業界のプラッ
トフォームとして、事業者を牽引

・発電所パフォーマンスは福島第
一事故前と比較して改善

・イコールパートナーとしての
INPOとの関係強化(2019.4) 

・ピアレビューWANO同等性認定
(2022.10) 

・「10年戦略」改正(2024.3)(*1)PRAピアレビューの実施に係る諸業務、PRA
基盤データベース及びその充実、データ採集に
係る業務をNRRCに移管。(2016.7)

▼2015.2 INPOの評価

【JANSIの改革と10年戦略の着実な実行】

（参考）JANSIの改革と活動の充実B10
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0.40

0.06

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

１Ｆ事故前 １Ｆ事故後

（注記）

• 「１F事故前」は、国内全プラントを対象として、NUCIAの運用を開始した2003年度
から１F事故が発生した2010年度までの原子炉の計画外停止事象を抽出し、原子
炉1基の稼働時間１年あたりの発生頻度を示している。

• 「１F事故後」は、再稼働プラントを対象として、新規制基準に適合したプラントが再
稼働した2015年度から至近2025年度までの原子炉の計画外停止事象を抽出し、
原子炉１基の稼働時間１年あたりの発生頻度を示している。

（出典）

日本原子力産業協会ホームページ、原子力施設情報公開ライブラリー（NUCIA）

※１ 主に年度途中からの稼働開始（2015年度：川内1,2号、高浜3号、2016年度：伊方3号、2017年度：高浜4号、
大飯3号、玄海3号）及び運転差し止め仮処分による停止（2015～2017年度：高浜3号）により低くなっている。

※２ 主に特重施設設置工事（川内1,2号、高浜3,4号）及び運転差し止め仮処分（伊方3号）により低くなっている。

※３ 主に特重施設設置工事（玄海3,4号、高浜3号、美浜3号）及び出力領域中性子束急減による停止（高浜4号）に
より低くなっている。

※４ 主に年度途中から稼働開始（女川2号、島根2号）により低くなっている。

（2003年度～2010年度） （2015年度～2025年度）

原子力発電所の設備利用率 原子炉の計画外停止

国内全プラント
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国内全プラント

※１

※２

※３

※４

再稼働プラント
（新規制基準適合後）

再稼働プラント
（新規制基準適合後）

（件／基・年）

発電所パフォーマンスの現状と評価B11

➢再稼働プラントは順調に運転しており、福島第一原子力発電所事故（1F事故）後、設備利用率は高く、計画外停止は減少している。

➢各事業者のパフォーマンス向上の取組みに加え、JANSIによるピアレビュー評価、運転経験情報の活用、再稼働支援等が効果的に機能し、
改善に貢献している。
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理事・監事 氏名（敬称略） 所属

理事(非常勤) 会長 ウィリアム･エドワード･ウェブスター･ジュニア

代表理事 理事長 加藤 功

理事(非常勤) 石山  一弘 東北電力株式会社 代表取締役社長 社長執行役員

理事(非常勤) 菅野 等 電源開発株式会社 代表取締役社長 社長執行役員

理事(非常勤) 小早川 智明 東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 取締役 代表執行役社長

理事(非常勤) 齋藤 晋 北海道電力株式会社 代表取締役 社長執行役員

理事(非常勤) 中川 賢剛 中国電力株式会社 代表取締役 社長執行役員

理事(非常勤) 西山 勝 九州電力株式会社 代表取締役 社長執行役員

理事(非常勤) 林 欣吾 中部電力株式会社 代表取締役社長 社長執行役員

理事(非常勤) 増田 尚宏 日本原燃株式会社 代表取締役社長 社長執行役員

理事(非常勤) 松田 光司 北陸電力株式会社 代表取締役社長 社長執行役員

理事(非常勤) 宮本 喜弘 四国電力株式会社 取締役社長 社長執行役員

理事(非常勤) 村松 衛 日本原子力発電株式会社 取締役社長

理事(非常勤) 森 望 関西電力株式会社 取締役 代表執行役社長

監事 稲田 康徳 株式会社日立製作所 執行役常務 原子力ビジネスユニットCEO

監事 山﨑 肇 株式会社グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン 代表取締役社長

理事会の構成B12
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ATENA（Atomic Energy Association）：一般社団法人 原子力エネルギー協議会
原子力産業界の自律的かつ継続的な取組みを定着させていくことを目的に、原子力産業界全体の知見・リソースを効果的に活用し、規制当局等とも対話を

行いながら、効果ある安全対策を立案し、原子力事業者の現場への導入を促す新たな組織として、2019年に設立。
また、ATENAの活動を一層強固な組織基盤のもとで進めていくため、2026年4月1日に「一般社団法人 原子力エネルギー協議会」に移行。

CNO（Chief Nuclear Officer）：原子力部門責任者

INPO（Institute of Nuclear Power Operations ）：米国原子力発電事業者協会
1979年3月に発生したＴＭＩ(スリーマイルアイランド)原子力発電所事故を教訓として商用原子力発電の高度の安全性と信頼性を推進する目的で、米国

の原子力発電事業者により1979年に設立された事業者の自主規制組織。

JANSI（Japan Nuclear Safety Institute）:一般社団法人 原子力安全推進協会
福島第一原子力発電所のような事故を二度と起こさないために、世界最高水準の安全性をたゆみなく追求する組織として、我が国原子力産業界の総意のも

と2012年に設立された組織。

NRA (Nuclear Regulation Authority)：原子力規制委員会(日本)

NRRC（Nuclear Risk Research Center）：一般財団法人 電力中央研究所 原子力リスク研究センター
原子力事業者が原子力発電の利用における安全性をたゆまず向上させていく取組みに必要となる技術やノウハウを開発するための研究開発拠点として、

2014年に設立。

SR （Senior Representative）：発電所対応のJANSIの総合窓口となる代表者

TCP（Technical Contact Point）：15専門分野におけるJANSIの発電所対応窓口

WANO（World Association of Nuclear Operators）：世界原子力発電事業者協会
チョルノービル原子力発電所の事故を契機に、世界の原子力発電事業者が、相互の切磋琢磨と交流により原子力発電所の運転の安全性と信頼性を高める

ことを目的に1989年に設立された世界的組織。

略語・用語解説（組織関連）B13
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PMCM（Performance Monitoring & Continuous Monitoring）
  パフォーマンスモニタリングのシステムデータや各種情報により、発電所パフォーマンスの状況を日常的に把握するもの。

RIDM（Risk-Informed Decision-Making）：リスク情報を活用した意思決定
  従来行ってきた決定論的評価に加え、確率論的リスク評価（ＰＲＡ）の知見も統合し、より合理的な意思決定を志向するもので、導入に向けて事
業者が現在取り組んでいる意思決定プロセス。

SAT（Systematic Approach to Training）：体系的教育・訓練手法

  業務分析から始まり、必要な知識・技能等をリストアップして、訓練プログラムの設計から効果の評価までを体系的に行うもの。

TPT（Team Performance Improvement Training）：運転員のチームパフォーマンス向上訓練

略語・用語解説（活動関連）B14
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